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要 旨 
 

近年、分布定数系モデルや多層モデルなど多様で複雑な流出解析法が数

多く提案されてきている。しかしながら、洪水対策のための計画予測(design 

forecast)や逐次予測(operational forecast)においては、実用上でも依然として、

集中定数系モデルである貯留関数法が洪水流出解析の主流を占めている。

本報告では、物理的意味が明確なkinematic wave法を集中化した貯留関数型

流出モデルを基本式として、モデル定数の最適化問題をとりあげ、洪水流

出解析の一層の精度向上を目指すものである。 

本報告では、単一流域および単位流域と河道から成る複合流域に以下に

示す3個の貯留関数法を適用して、ハイドログラフの形状特性に及ぼす影響

を比較検討する。 

(1) 有効雨量を用いた貯留関数法(一般化貯留関数モデル) 

(2) 損失項を含む貯留関数法(１段タンク型貯留関数モデル) 

(3) 地下水流出を含む貯留関数法(２段タンク型貯留関数モデル) 

モデル定数の最適値は目的関数に依存して大きく変化することが知られ

ている。そこで、目的関数として、後述するMSE(誤差二乗和平均)とKAI2(カ

イ２乗基準)を取り上げ、目的関数の差異がピーク相対誤差とハイドログラ

フ相対誤差の評価指標に及ぼす影響を考察する。モデル定数の最適化にあ

たっては、一階ニュートン法を用い、一次導関数(感度係数)を感度方程式

から解析的に求める１,2）。 
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